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最高気温 最低気温 平均気温 雨量（mm） 最高気温 最低気温 平均気温 雨量（mm）

本 年 30.5 25.9 28.0 130.0 32.0 26.8 29.0 112.5

平 年 31.3 26.0 28.3 137.5 32.1 26.1 28.7 180.0

平年との差 － 0.8 － 0.1 － 0.3 －7.5 － 0.1 ＋ 0.7 ＋ 0.3 －67.5

7　　月 8　　月

去る7月26日（金）、令和元年度喜界町糖業振興会総会が休養村管理センターで関係

機関を含めて、およそ200名を参集して

開催されました。

さとうきび通信

散水車について

収入保険さとうきび共済

（塩道）
浪 島　昭 美

予　約　達　成　賞

1位
（中里）

槇　 清 志

2位
（志戸桶南）
浜 川　寛 子

ト　ラ　ッ　シ　ュ　低　減　努　力　賞

手　刈　部　門 H　V　委　託　部　門 H　V　受　託　部　門

1位
（上嘉鉄中）
三浦功也HV

中 山　元 義

（手久津久）
岡 本　宜 夫

2位
（川嶺）

ファームKS

福 島　克 幸

1位
（志戸桶南）
松 田　悦 和

1位
（荒木）

藤 本　安 満

3位
（志戸桶東）
梅林昭一HV

梅 林　昭 一
3位

（志戸桶南）
武　 利 和

3位
（志戸桶南）

外 内　みあき

2位
（阿伝）

平 田　久 成
2位

3位

（本年８月は20日までの計測値）



編集
後記

③ 植付 ------------ ２月下旬頃から耕耘機による植付け。

④ 基肥 ------------ ナシ ３月に芽出し用に硫安を２袋

⑤ 土壌施薬剤 ------ プリンスベイト剤を６㎏/１０ａ散布

⑥ 害虫防除 -------- ４月下旬頃 スミチオン乳剤散布

⑧ 除草 ------------ 草を見て ２.４.Ｄ、センコル、アージラン

を散布

⑨ 追肥・ １回目 ----- ４月初旬 ＢＢNK８０を２.５袋/１０ａ

２回目 ----- ６月頃 ＢＢNK８０を４袋/１０ａ

⑩ 中耕 ------------ ４月初旬、５月

⑪ 培土 ------------ ６月頃

⑫ 主な品種 -------- 農林２７号

⑬ 気を付けている事 - 害虫対策をして茎数を減らさないように

気を付けている。

春植の部 南島 孝徳氏

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

① 深耕 、心土破砕 -- プラソイラー

③ 植付 ------------ ８月頃から耕耘機による植付けで

深植えをするように心がけている。

④ 基肥 ------------ ＢＢ４６４を３袋/１０ａ

⑤ 土壌施薬剤 ------ プリンスベイト剤を９㎏/１０ａ散布

⑥ 害虫防除 -------- サムコルフロアブル１０ 植付から

１か月後と培土から１か月後に散布

⑧ 除草 ------------ １２月と４月頃 ２.４.Ｄ、センコル

アージンを散布

⑨ 追肥・ １回目 ----- １２月から１月 ＢＢ８８０を３袋/１０ａ

２回目 ----- ５月 ＢＢＮＫ８０を２袋/１０ａ

⑩ 中耕 ------------ ２～３回

⑪ 培土 ------------ １２月～１月頃

⑫ 主な品種 -------- 農林２３号

⑬ 気を付けている事 - 除草剤で枯れにくい草は手で抜き取る。

夏植の部 藤本 安満氏

③ 植付 ------------ ２月中旬耕耘機による植付けの春株。

⑥ 害虫防除 -------- 畑を見回り、害虫が発生したらスミチ

オンを散布

⑦ 補植 ------------ 春植時に補植用の苗を５～６袋分植え

付けておく。

⑧ 除草 ------------ 手で抜き取りしている。

⑨ 追肥・ １回目 ----- 刈取り２週間後 オール１４を５袋

２回目 ----- ５月頃 オール１４を５袋

⑫ 主な品種 -------- RK９７-１４

⑬ 気を付けている事 - 除草はなるべく除草剤を使わず手で抜

き取るようにしている。

株出の部 米須 邦輝氏

農林２７号（Ni27）

希釈倍数

使用時期

散 布 量

回　  数 1回1回

植溝処理

土壌混和

植付時

6㎏/10a

1回

4～6㎏/10a

植溝処理

土壌混和

植付時

4～6㎏/10a

土壌混和

植付時 培土時

植溝処理

ダントツ粒剤

株元処理

プリンスベイト

1000倍 5000倍

プレバソン粒剤

散布 散布使用方法

スミチオン乳剤 サムコルフロアブル10

薬
　

剤
　

名

収穫45日前まで

100～300ℓ/10a

４回以内

収穫30日前まで

100～300ℓ/10a

3回以内

国の農業構造改革路線は何処に向かっているのだろうか？中規模農家の経営縮小や離農によって流出する農地を担い手

による規模拡大だけでは受け止められなくなっている状況で、家族農業を見直すことが持続可能な農業の

実現のために最も効率的な対応だというべきだ。行き場のない荒廃農地を増やさないためにも家族農業経

営が持続できるような政策を充実させて農地の流出をできるだけ食い止めることこそが大事である。


